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 現在、肥満者の増加は世界的な公衆衛生上の問題となっている。肥満は、循環器疾患や脳

血管疾患、多種のがんのリスク増大に関連があることから、喫緊の対策を講じる必要がある。

多くの先行研究からその有用な対策の一つとして身体活動の推進が世界的に叫ばれている

にも関わらず、過体重・肥満者における身体活動の実施率は低い。現状においてわが国では、

欧米諸国と比較して肥満者の割合は低いものの、特に 30-50 歳代の男性を中心に過体重者は

増加傾向にある。そのため、わが国では肥満者だけでなく肥満の予備群である過体重者も含

めた効果的かつ効率的な身体活動の推進方策の確立が重要な課題である。 

 身体活動量を増加させる対人支援プログラムあるいは環境・政策支援プログラムを幅広く

展開していく上で、身体活動実施に影響を及ぼす人口統計学的、心理的、社会的、環境的要

因の探索は、身体的に不活発な人々の効率的な特定やその要因の修正に焦点を絞った効果的

な介入方法の開発に不可欠な情報である。中でも近年、人々の活動に長期的影響を与える環

境を整備することにより、ポピュレーションベースで身体活動を推進できる環境的アプロー

チが注目されている。そのため、様々な身体活動（歩行、運動・スポーツなど）の実施に関

連する環境要因の探索が積極的に行われてきている。 

 先行研究では、対象集団によって、実施している身体活動の種類が異なり、実施している身体活

動の種類によって影響する環境要因が異なっていると報告されている。そのため過体重・肥満者に

有用な身体活動を推進するための効果的な環境介入戦略を構築するためには、過体重・肥満者

が、どのような種類の身体活動を行い、行っている身体活動の種類に対し、どのような環境要因が

影響を及ぼしているのかを明らかにすることが重要である。しかしながら、我が国のみならず、諸外

国の先行研究においてもこれらについて検討した研究はほとんど認められない。そのため、

本論文では、肥満リクスの高い 30-59歳の男性に着目し、過体重・肥満者（Body Mass Index 

≧25kg/m
2）の特徴にあわせた身体活動推進のための環境介入戦略の構築に対する手がかりを得

るために、①実施している身体活動のパターンと関連する社会人口学的要因、②身体活動実施に

関連する環境要因を明らかとした。 



本論文は 4章から構成されており、以下にその概要を記す。 

 第 1章「緒言」および第 2 章「先行文献研究」では、肥満と慢性疾病罹患の関連とその予

防の重要性、身体活動実施における肥満予防・改善の効果、過体重・肥満者の身体活動実施

状況について言及し、過体重・肥満者に対する身体活動の推進に向けた方策構築の重要性に

ついて説明がなされている。次に人々の身体活動を推進させる方法を構築する上で、様々な

関連要因の探索が重要である点を指摘し、中でも近年、人々の行動に長期的に影響を与える

環境要因の特定に注目が集まっている研究背景について紹介している。集団レベルでの身体

活動・運動の推進を図るためには、これまで盛んに行われてきた個人または少人数を対象と

した心理的アプローチに加え、効果的なポピュレーション戦略の構築が重要であること、ま

た環境を整えることが有用なポピュレーション戦略になりうる事が強調されている。これら

の背景をもとに過体重・肥満者の身体活動を推進するための関連要因に関する先行研究を概

観し、研究課題を明らかにした結果、過体重・肥満者に効果的な環境介入戦略を構築する基

礎資料として、1）過体重・肥満者が実施可能性の高い身体活動のパターンと実施者の人口

統計学的特徴、2）過体重・肥満者の身体活動実施に関連する環境要因 について検討する必

要だと考えられ、それらを研究目的と設定した。  

  第 3章は、2部から構成されている。第一部は、標準体重男性と過体重・肥満男性にお

ける身体活動パターン（歩行、歩行以外の中強度の身体活動）と社会人口学的要因の差異に

ついて検討することを目的とした。結果として、標準体重男性と比較して、過体重・肥満男

性は、歩行以外の中高強度の身体活動を週 150分以上実施している者の割合は有意に低かっ

た。一方で、歩行においては、両群において週 150 分以上実施している者の割合に有意差は

認められなかった。2種類の身体活動に関連する社会人口学的要因については、標準体重男

性に関しては、既婚者および高収入者は週 150分の歩行実施と、無職者は週 150 分の歩行以

外の中高度の身体活動実施と有意な関連が認められた。一方、過体重・肥満男性においては、

2種類の身体活動実施に有意な社会人口学的関連要因は認められなかった。 

  第二部は、過体重・肥満男性と標準体重男性における身体活動に関連する主観的環境要

因の差異について検討することを目的とした。結果として、過体重・肥満男性と標準体重男

性では 2種類の身体活動において異なった環境関連要因が認められた。過体重・肥満男性で

は、近隣環境の安全性と週 150分以上歩行実施に有意な正の関連が明らかとなった。一方で

標準体重男性においては、公共交通のアクセスが週 150 分以上の歩行実施の有意な環境要因

であることが分かった。両群ともに歩行以外の中強度の身体活動実施に有意な主観的環境関

連要因は認められなかった。 

 以上の知見を踏まえて、第 4 章「総合論議」では、わが国の過体重・肥満者男性の身体活

動における環境的アプローチを活用した身体活動推進の方策について提案している。まず、

過体重・肥満者において、歩行以外の中強度の身体活動（スポーツ・運動など）と比較して、

歩行は比較的取り組みやすい身体活動であると考えられ、過体重・肥満者に対して身体活動

を推進するためのターゲット行動であることを提案した。次に、過体重・肥満男性に特有な

社会人口学的関連要因が認められなかったことから、「過体重・肥満」であることがひとつ

の社会人口学的関連要因であることを示唆した。そのため、過体重・肥満男性全体を身体活

動推進のためのターゲット集団と出来る可能性があることを示した。最後に、近隣環境の安

全性の促進が過体重・肥満男性のみに有用な歩行活動推進の環境要因であったことから、エ



コロジカルモデルに基づいて、個人レベル、集団レベル、政策レベルでの戦略について提案

した。 

 

 なお、本論文に含まれる研究の一部は、末尾記載のように学術誌上で刊行されており、当

該分野において、すでに一定の評価を受けているとみなすことができる。 

 

 以上のことから、本論文は、健康増進と肥満預防に関連するスポーツ科学分野の発展に寄

与するものと判断し、博士（スポーツ科学）の学位を授与するに十分値するものと認める。 
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